
令和６年度 シラバス 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 学年・類型 ４年  必修・選択 単位数(週時数) ２ 

教科書  情報Ⅰ Step Forword！（東京書籍） 

副教材等  ニューステップアップ情報Ⅰ 教科書傍用問題集（東京書籍） 

 

学習 

の 

目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う

学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情

報社会に主体的に参画するための資質・能力を養う。 

学習 

の 

方法 

授業の中で理論を習得し、実習を通して実践力を養っていくことで情報活用能力を身に付

けていきます。また副教材を用いて、主体的に問題解決能力を養っていくように授業を展開し

ていきます。 

評価 

の 

規準 

１ 知識・技能 

  効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解し、技能

を身につけているとともに、情報社会と人との関わりについて理解している。 

２ 思考・判断・表現 

  事象を情報とその結び付きの視点から捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的に用いている。 

３ 主体的に学習に取り組む態度 

  情報社会との関わりについて考えながら、問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報

技術を活用し、自ら評価し改善しようとしている。 

評価 

の 

方法 

 定期考査、出席状況、課題、実習、振り返りシートなどを用いて、上記の規準に照らし合わ

せて評価します。 

 

 単元 主な学習内容 

１
学
期 

１章 情報社会 
 
 
 
 
２章 情報デザイン 

01,02 では情報とメディアの基本的な知識、03-05 で
は問題解決の手法について学びます。06-09 では情報に
関するさまざまな権利とそれを侵害する要素について，
法規や制度とともに学習します。10,11 では身近な情報
技術と社会の変化について学びます。 

12 では、コミュニケーションとメディアの歴史の中
で，デジタル技術が誕生するまでの過程を学習します。
13-19 でデジタルの技術について理解した後，20-22 で
デジタルデータに起因するネットコミュニケーション
と文化の特徴について学びます。 

２
学
期 

２章 情報デザイン 
 
３章 プログラミング 

23-26 では、コミュニケーションとデジタルデータの
両面から、情報デザインの理論を学びます。 

27-30 で、コンピュータの仕組みについて学習しま
す。31-35 では，アルゴリズムとそれを自動実行する手
段としてプログラミングを学びます。36-39 では、モデ
ル化とシミュレーションについて、それぞれ実例ととも 
に学びます。 

３
学
期 

４章 ネットワークの活用 40-42 でインターネットに代表される情報通信ネッ
トワークの仕組みを理解した後、43 で、08 で取り上げ
た情報セキュリティについて詳しく学習します。44-46 
では、日常生活の利便性が情報システムと密接に関わっ 
ていることと、情報システムが止まることなく稼働する
ための工夫について、47,48 では、現在の情報システム
の根幹を成すデータベースの仕組みを取り上げ、それぞ
れのデータについて扱い方や分析の仕方を 49,50 で学
びます。51,52 では、生活の中で統計的な根拠を持つこ
との大切さを、仮説検定と単回帰分析を通して学習しま
す。 

 



令和６年度 シラバス 

教科 情報 科目 情報探究 学年・類型 ６年  必修・選択 単位数(週時数) １ 

教科書  自主教材 

副教材等  大学入試共通テスト対策情報Ⅰ徹底演習（数研出版） 

 

学習 

の 

目標 

 情報Ⅰの基本的事項を確認するとともに内容を深化させ、既習内容を横断的に活用する態

度を育成する。また、情報に関する科学的な見方・考え方を育成し、情報社会に主体的に参画

するための資質・能力を養う。 

学習 

の 

方法 

演習中心の学習活動を通して、基本的事項を確認するとともに情報に関する科学的な見方

や考え方を身に付けていきましょう。苦手な分野は家庭学習にも積極的に取り組み、基本的な

知識を習得しましょう。 

評価 

の 

規準 

１ 知識・技能 

  効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解し、技能

を身につけているとともに、情報社会と人との関わりについて理解している。 

２ 思考・判断・表現 

  事象を情報とその結び付きの視点から捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的に用いている。 

３ 主体的に学習に取り組む態度 

  情報社会との関わりについて考えながら、問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報

技術を活用し、自ら評価し改善しようとしている。 

評価 

の 

方法 

 定期考査、出席状況、授業への取り組み方、課題の提出状況などを用いて、上記の規準に照

らし合わせて評価します。 

 

 単元 主な学習内容 

１

学

期 

・情報社会の問題解決 

・コミュニケーションと情報デザイン 

 基本的事項を確認し、情報に関する科学的な見方や考

え方を身に付けます。 

２

学

期 

・コンピュータとプログラミング 

・ネットワークとデータの活用 

基本的事項を確認し、情報に関する科学的な見方や考
え方を身に付けます。 

 

３

学

期 

・総合演習  総合演習を通して、知識の拡充と技能の習熟を図り、

既習内容を横断的に活用する力を身に付け、大学入試共

通テストに対応できる力を伸ばします。 

 


